
書 評

日本第 四紀学会 ・町田 洋 ・岩 田修二 ・小野 昭

編:地 球史が語 る近未来 の環境 東京大学 出版会,

2007年,237P.,2,400円.

日本第四紀学会 の学術大会 に しば らく参加 してい

なか った私 には,最 近 の成果 がわか り,有 益 な本 で

あった.こ れ まで気 にかか っていた ところで,明 快

に解説 されて いる部分 につ いて,少 々長 くなるが,

下記の ように設問風 にまとあてみ た.

地球温暖化 は起 きて いるのか.地 球温暖化 は自然

変動な のか,人 間の活動が関与 して いるのか.地 球

が温暖化 したときの 日本 の夏 はどうなるのか.地 球

温暖化が氷期を招 くというのはどういうことか.完

新世の気温変化 は,ど の間氷期の ものと似て いるの

か.

縄文海進の とき氷床 は現在 よりも小 さか ったのか.

西九州の縄文時代の遺跡が現海面下 にあるのはど う

してか.デ ル タは,完 新世 のいつ頃,ど のよ うに し

て形成 され始め たのか.

東 アジアに植物の固有種が多 いのはどう してか.

今後の地球環境の変化 にも耐え得 る生物 の多様性 を

維持す るには,ど う した らよいのか.現 在進行 中の

哺乳類 の大量絶滅 を くい止 めるにはど うした らよい

のか.後 期更新世末 の北 アメ リカでの大型哺乳類 の

大量絶滅 を説明 した過剰殺戮説 は,そ の後 ど う評価

され てい るのか.4.5万 年前 のオース トラ リアで巨

大動物 の絶滅 は,気 候変動 に伴 うものなのか,人 類

が環境 を変え たことによる ものなのか.

最古 の人類 につ いて,東 アフ リカ高地 での熱帯雨

林 の消滅 とサバ ンナ化 の進行 に伴 って,雨 林環境 に

適応 していた類人猿 が樹上 か ら降下 し地表 で生活 す

るよ うにな り,直 立二足歩行 を して ヒ トとな った と

す るサバ ンナ仮説 は,ど のよ うな評価 を受 けてい る

のか.ネ ア ンデルタール人 が寒冷地 へ進 出可能 にな

ったのはど うしてか.現 代人 の完新世適応 と定住戦

略 とはどのよ うな もので,そ れを踏 まえ資源を持続

的に利用 するためにはど うした らよいのか.一 人 あ

た りの食 糧 と工 業生産 が減少 に転 じるとい う2020

年 問題 に,ど う対応 すればよいのか.

江戸 時代以 降,都 市周辺 の大気が どのよ うに変化

して きたのか.今 後 土地 改変を必 然的 に伴 う開発を

計 画す るにあた って,何 を心掛 ければ よいのか.防

災 と利用 も考えた上で,上 高地ひいて は日本の 自然

を守 るには,ど うした らよいのか.

数十年,数 百年 とい う近未来 の地震発生 時期の予

測 を可能 にす るには どうした らよいのか.数 千年,

数万年後 の地形 ・地質環境 を予測 す るには どうした

らよいのか.

以上,私 が興 味を持 った部分 であ り,内 容 が実 に

豊富 である.本 書 は,日 本学術会議第 四紀学専 門委

員会 と 日本第 四紀学会 が,2004年 に開催 した シン

ポ ジウム 「私 たちの明 日を考 える一 地球史 が語 る

近未来 の環境」 を契機 と して,第 四紀学 の意義 と重

要性 を広 く社会 に知 って もらうために取 り組 んだ も

の とい う.編 者 ・執筆者 は計12名 で あ るが,編 集

方針が明確 なので,通 して読 んで も,一 貫性 があ り,

充実感 を味 わえる.章 立 ては,以 下 の通 りである.

全体 の導入 である第1部 「地球 の環境変動 と第 四

紀」 には,「第 四紀研究 か ら地 球環境 を考え る」 の

章 の ほか,「 第 四紀 とは?」,「 人類紀 ・ア ンソロポ

シー ン ・人間圏」 のコ ラムが ある.

第2部 「気候変動 と海面変動」 では,過 去 の気候

変動 による海水準変動 によ って導 かれる陸圏 ・水 圏

の変化,気 候 モデルによる近未来予測 について記載

されて いる.「地 球温暖化 と海面上 昇」,「ア ジアの

大 規 模 デ ル タ」,「気 候 の 近 未 来 予 測」 の 章 と,

「IPPC第 四次報告書」 のコラムが ある.

第3部 「植物一動物一人類 の関わ り」 では,そ の

特 徴 と諸問題 が記載 されて いる.「東 ア ジアの植 物

の多様性 と人類活動」,「哺乳類 の絶滅史 か ら現在 と

近未来 を考 え る」,「持続 的資源利用 の人類 史」 の章

に加 え,コ ラム 「2020年 問題 と第四紀 研究」があ る.

第4部 「人為 改変 と自然災害,自 然保護 」で は,

都市域 の土地 改変 と環 境の急変の特 質や,自 然災害

に対 す る リス クマネー ジメン トを盛 り込むため に,

「ため池や堀 の堆積 物か らた どる大気環 境の変遷」,

「土 地改変 と地表環境 マ ネジメ ン ト」,「国立公 園上

高 地 の未来 像」の章 の ほか に,「大地震 の近未来 予

測」,「地殻変動 と地形変化の近未来予測」,「温暖化

の将来像」の コラムが ある.

以 上 の4部 構 成 で あ る.地 殻変 動 につ い て は,

「地球温暖化 と海面上昇」の章で触れ られ,「 大地震
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の近未来 予測」 「地 殻変動 と地形変化の近未来予測」

の コラムで記載 があ り,そ れぞれ読 み応えがあ った

が,部 あるいはせめて章 での記載 があれば と思 った.

火 山活動 について も,「火 山活 動 など 自然 の大事 変

と人間活動」 の節 に記載 があ ったが,同 様 の感想 を

持 った.

以下 に,各 章で印象 に残 った一文 ずつ を引用す る.

こう した自然破壊 を容認 したのは,経 済優先 の政

策,さ らに一般 の人 々の自然 につ いて,ま たその歴

史や将来展望 につ いて の無知,無 関心,そ れを もた

ら した研究 ・教育者の力不足で もあった.

人間の産業活動が始 まる前 の地球 の気候変動 を海

水準変動 によって明 らか にすれ ば,少 な くと も現在

の状態が地球の 「自然な」場合 と比べて どのよ うな

状態にあ るのか,一 つの解を与えて くれ ると考え ら

れ る.

デル タは,生 活居住の場で あるばか りで な く,生

産活動,食 糧生産の場 と して も,今 後重要で あり,

自然環 境をいか に保全 ・管理 しつつ,持 続的 な経済

成長 をな しとげ るか は,現 在,わ れわれ に問われて

い る課題であ る.

地 球温 暖化 とい う問 題 は,現 在 「起 きて い る問

題」で はな く,「今 の まま人 間活動 を続 けてい けば

将来大変な ことが起 きるという科学的 な推論 に基づ

く問題で ある」 ということで ある.

地域の 自然の歴史が明 らか になると,何 が その地

域本来の 自然な のか,何 が優先的 に子孫へ遺すべ き

自然なのかが明確 になり,地 域 の人 々に保全 や管理

の意義 を説明 し,協 力 を求 める ことが容易 になる.

われわれが現在 この地球上 で見 ている哺乳類 は,

後期更新世末 の1回 目の大量絶滅 と完新世末 の2回

目の大量絶滅 を生 き抜 いた哺乳類 であ って,わ れわ

れ はそれ らが貴重 な生残 りである とい う認識 を持 っ

必要が ある.

自然資源利用 の経験知 ・技術知 ・生活知 を構造化

して いた地域住民 の民俗知体系 の今 日的な再生 を現

在 の自然環境保全策 に組 み込 む ことこそ,最 も効果

的かっ低 コス トの施策 である と考 える.

ため池 ・堀堆積物 を用 いる ことによ って,人 為 的

汚染 のほとんどない過去 におけ る自然 の 自立 的な環

境変化 をバ ックグ ラン ドとして,過 去 か ら現在 にわ

たる人為 的環境汚染 を定量 的 ・歴史 的に評価 す るこ

とが可能 であ り,人 為 的環境汚染 の長期歴史 トレン

ド解析か ら近未来予測 も可能 になる と考 え られ る.

今後土地改変を必然的 に伴 う開発 を計画す るにあ

たって は,こ れ らの解析手法 を着実 に適用 して,利

用す る土地の 自然質 に応 じた適切 な用地 ・工法 を選

定 ・考案 し,直 接的改変の強度を小 さ く抑えて,環

境 を うまくマネー ジしていか ざるを得な い.

上 高地 でどのよ うな河川改修 や砂防工事 が行われ

て きたかを明 らかに し,そ れ らの工事 について,建

設側 の主張 す る目的や効果 を検証 し,こ のまま土木

工事 が進 んだ場合,上 高地 の自然 が近 い将来,ど の

よ うに変化す るのかを予測 したい.

以上 の文 は,本 書 の一貫 した主張 で もある.そ の

主張 は,「 は しがき」 の二文 で読 み取 れる.「 ア フリ

カに は,『地球 をたいせっ に しよ う.そ れ は親 か ら

譲 りうけた もので はな く,子 供 たちか らあず か って

いるのだか ら』 とい う諺が古 くか らあるどい う.あ

ずか っている ものを子供 たちの世代 に返 すためには

何 をす るべ きか,私 たちにはそれに答 え られるだけ

の新 しい倫理観が要請 されている」 とある.

本書 は,最 初 に設問 と してまとめた部分 の知 的欲

求 を満 たす だけで はな く,わ れ われが研究者 と して

教育者 と して今何 をすべ きかの内容 も含 んでいる.

次世代 にそれ らの内容 を伝 えたい と思 った.

(斉藤享治)
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